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性は、「男性」と「女性」だけじゃない。多様な性のあり方が存在するなかで

少数派とされる人たちの頭文字をとった言葉。

性的マイノリティをあらわす言葉。

性的マイノリティは、左利きの人とほぼ同じ

10～13人に１人と言われています。

SOGI 多様な性「LGBT」とは 市の取組

SOGIは「性的指向（Sexual Orientation）」と

「性自認（Gender Identity）」の略語です。

全ての人は、自分なりのSOGIを持っています。

SOGIは、全ての人の性のあり方を表すための言葉です。

性を構成する要素はそれぞれ、「男性」「女性」のほか

「中間」「どちらでもない」など様々で、要素の組み合わせも

「からだの性は男性、表現する性は女性、好きになる

性は両方」など様々です。「恋愛感情や性的関心を他者に

抱かない」など特定の性の要素がない人もいます。
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からだの性
身体的特徴から

判断される

生物学的な性

表現する性
言葉遣い、しぐさ、

服装など表現する性

こころの性
（ジェンダーアイデンティティ）

自分で認識して

いる自身の性

好きになる性
（性的指向）
恋愛感情や性的な

関心をもつ相手の性や

その感情の有無

レズビアン
Lesbian

女性が好きな女性L

男性が
好きな男性

ゲイ
GayG

異性も同性も
好きになる人

バイセクシャル
BisexualB

トランスジェンダー
TransgenderT

からだの性と自認する
性に違和や不一致を
感じている人

パートナーシップ宣誓制度

性的指向やジェンダーアイデンティティに
関する悩み等の相談窓口

　お互いが人生のパートナーであることを宣誓したお二人

に、証明書として「パートナーシップ宣誓書受領証」を交付

する、性的マイノリティの方のための制度です。

　相模原市は、性の多様性が尊重される社会の実現を目指

しており、性的マイノリティの方のパートナー関係の尊重

と社会生活上の支障の軽減を、この制度を通じて支援して

います。

　パートナーシップ宣誓に法律上の効果はありませんが、

パートナーシップ宣誓書受領証の提示を受けられた際は、

制度の趣旨を踏まえ、夫婦や家族を対象とした顧客向け

サービスの提供・適用に、ご配慮をお願いいたします。また、

性の多様性を尊重した社内制度の整備の際は、パートナー

シップ宣誓書受領証の活用をご検討ください。

　性的マイノリティ当事者やその家族に向け、様々な相談

窓口を紹介しています。

　LGBTのほかにも、自分の性のあり方がわからない

人（クエスチョニング）／決めていない・男女どちらで

もある人、中間の人（X ジェンダー）／固定されない人

（ノンバイナリー）／誰に対しても恋愛感情や性的関心

を抱かない人（アロマンティック・アセクシャル）など、

性のあり方は様々です。
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事業者の方へ



今日からできること性のあり方は多様、だけど…

　性的マイノリティの人は、自身の性のあり方に葛藤した

り、周囲の無理解からくる不安感や孤立感に悩んだりして

いることがあります。

　性的マイノリティの人は、シスジェンダー【からだの性

とこころの性が同じ人】・ヘテロセクシャル【異性を好き

になる人】が前提になっている様々な場面で、困りごとに

直面しています。

　「カミングアウト」とは、本人が自分の意思でまだ知られ

ていない自身の性のあり方を、他者に打ち明けることです。

※カミングアウトは、誰かにさせられるのではなく、
　自分自身で選択して行うものです。

「からだの性は男。でも、男としてふ

るまうのはつらい」

「同性が好きな自分は、“変”なのかもし

れない」など、自分自身の性のあり方

への葛藤を一人で抱え込んでいる…。

家庭科で、将来の結婚や家族について考えて
レポートする課題が出たとき、何も書けず、
提出できなかった

「同性」同士で肌を見せること
になる健康診断や宿泊行事は、
欠席している

家族向けの賃貸物件を借りようとしたが、
パートナーとして認められず、借りられな
かった

入院・介護時のこと、相続、お墓…法律婚の
夫婦に比べて不安定、不確定なことが多い

当たり前のように結婚は？
と言われると困る

トランスジェンダーに営業は任せられない、
と言われた

同性パートナーは、配偶者対象の福利厚生
制度が使えない

履歴書に書く性別と、容姿・ふるまいが異な
ることは、就職活動にマイナスの影響を与え
ているようだ

カミングアウト

《カミングアウトされたときは》

《カミングアウトするときは》

生きづらさが、ある

自分はおかしいのかな…苦しいな…

「同性二人で気持ち悪いよね」と言われた…

「友人との関係が壊れるかもしれ

ない」「家族にも否定されるので

は」といった不安があり、言動か

ら自身の性のあり方が推測されな

いよう、注意を払っており、孤独

を感じることも…。

自分への悪口として言われるのはもち

ろん、当事者が周囲にいない前提でな

される、性的マイノリティを拒否する

発言や、笑いものにする発言にも傷つ

いている。あいまいにその場をごまか

すけれど、自分で自分を否定している

ような気持ちになってしまう。

知られるのが怖い…
誰にも言えない…

「ホモ」「レズ」「オネエ」「オカマ」は

性的マイノリティを揶揄する言葉です。

性のあり方による差別や困難をなくすためには、

性の多様性に対する正しい理解が大切です。

×「ホモ」「レズ」「オネエ」「オカマ」

は性的マイノリティを揶揄する言葉です。

自分の「本当」を打ち明ける時は、不安もあります。
話してくれた相手の信頼を受け止め、真摯に話を
聞いてください。
そして今までと変わらず、よい関係を続
けるつもりであることを、伝えましょう。
また、「味方である」という気持ちを伝え
たければ、「何か困ったことがあれば、
力になりたい」と添えるのもいいかもし
れません。

「知ったうえでどんな対応をしてほしいか」
「誰になら情報を共有してもいいか（または秘密にして
ほしい）」など、気持ちを整理しておくと、話がしやす
くなります。

学校で

会社等で

日常生活で

健康診断

×
結婚は？

本人の許可なく、性のあり方を他人に
暴露する行為をアウティングといいます。
×どんな場合も　　「アウティング」

多様な性のあり方の人が周囲にいることを、

常に意識する。

「ホモ」「オカマ」「あっち系・そっち系」など、

差別的な言葉を使わない。

「彼氏・彼女」⇒「恋人」   「夫・妻」⇒「パートナー」

など、性別を特定せず、どんな人にでもあて

はまる言葉を用いるようにする。

性的マイノリティを笑いのネタにしない。

他人の性のあり方を差別する言動があった時

は、注意する。

会社や学校の制度や仕組みを、多様な性のあ

り方に沿うものにしていく。

多様な性のあり方について正しく理解できる

よう、情報収集したり、性的マイノリティ当

事者の声を聞いてみたりする。

「話してくれてありがとう」

「実は○○でね。だから（だけど）…」

本人の意図しないところで性のあり方が知られて
いることに傷つき、精神的に追い込まれてしまう
場合があります。たとえ善意によるものだとして
も、本人の了承なしに性のあり方を他の人に伝え
たり、SNS などで明かしたりしてはいけません。


